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河川水温から推定した岡山県における

アユの産卵時期と禁漁時期の検討

近藤正美・増成伸文

アユ Plecoglossus altivelis altivelis は，内水面漁業の重

要な魚種であるが，漁獲量が著しく減少している
1，2)

。

一方，天然資源の保護を目的に禁漁期間が定められてい

るが，地球温暖化の影響により実際の産卵時期と合って

いないとの指摘がある
3)

ものの，本県における産卵時期

の研究
4，5)

は少なく，経年的な産卵時期の変化は不明で

ある。

多くの魚種で産卵と水温の関係が知られており
6，7)

，

アユでは産卵開始水温が20℃
8)

，産卵適水温の下限が14

℃とされている
9)

。そこで，高梁川下流にある浄水場と

産卵場の水温デ－タとの回帰分析を行い，1989～2013年

までの産卵開始日及び産卵適水温の下限の日を導き，ア

ユ繁殖保護のための禁漁時期を検討した。なお，河川水

温は日変化が大きい
10)

が，アユの産卵は最低水温の影響

を受けると考えられる
11)

ことから，産卵場の水温は最低

水温で検討した。

材料と方法材料と方法材料と方法材料と方法

測定場所測定場所測定場所測定場所 図1に水温測定場所を示した。St.1は高梁

川漁業協同組合への聞き取りと過去の調査
12)

から高梁川

における主要な産卵場で，St.2は高梁川河口堰上流の浄

水場である。

水温データ水温データ水温データ水温データ St.1の水温は，自動観測装置（デ－タ・

ロガ－Onset社製）を用いて，30分毎に計測した。St.2

の水温は，浄水場職員が棒状温度計又はデジタル温度計

（(株)佐藤計量器製作所製）を用いて毎日午前10時に計

測した。

2008年9月17日〜11月30日及び'12年9月1日〜11月30日

におけるSt.1の日最低水温とSt.2の水温を回帰分析し，

得られた相関式から1989～2013年までの間におけるSt.1

の日最低水温を推定した（以下「推定最低水温」という）。

結果と考察結果と考察結果と考察結果と考察

図2にSt.1の日最低水温(y)℃とSt.2の水温(ｘ)℃の回

帰分析の結果，y =0.9506x－0.9894の相関式が導かれ，

ｒ=0.9914と高い正の相関が認められた。

図1 水温測定場所

図2 浄水場の水温と産卵場の日最低水温との関係

（9～11月）

図3-1～4に1989～2013年の間のSt.1における推定最低

水温，図4～6に1998～2013年の間の20℃台になった日，

すなわち推定産卵開始日，産卵適水温下限日（14℃台に

なった日），及び産卵開始日から産卵適水温下限日まで

の日数の経年変化をそれぞれ示した。

St.1の推定最低水温が最も早く20℃に低下したのは1989，

2004，'13年のいずれも9月2日で，最も遅かったのは'07

年の10月13日であった。St.1の推定最低水温が最も早く

14℃未満に低下したのは'10年の10月28日で，最も遅か

ったのは1997，2008年の11月17日であった。St.1におい

て，推定最低水温が14〜20℃の間にある期間が最も長か

ったのは2004年の74日で，最も短かったのは'07年の31

日であった。推定最低水温が早く20℃に低下した年は，

14〜20℃の間の期間が長い傾向が見られた。
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推定産卵開始日には，経年変化が認められなかった。

また，産卵適水温下限日にも経年変化が認められなかっ

た。さらに，推定産卵開始日から産卵適水温下限日まで

の日数にも経年変化が認められなかったことから，アユ

の産卵時期は経年的に遅れていないと考えられた。

吉井川を遡上する天然アユの耳石日周輪から推定した

産卵ピークは，前年の産卵場における産卵盛期の水温帯

図4 推定産卵開始日の経年変化（1989～2013年）

図5 産卵適水温下限日の経年変化（1989～2013年）

図6 産卵開始日から産卵適水温下限日までの日数の

経年変化（1989～2013年）

と一致している
8)

。また，吉井川，旭川及び高梁川にお

けるアユの主要産卵場の水温は，河川間でほとんど差が

ないことが知られており
13)

，吉井川及び旭川においても

アユの産卵適水温下限日は11月中旬まで継続する年が多

いと考えられることから，現在の禁漁時期10月1日～10

月31日

*

では，産卵適水温期を網羅できていないため，

11月中旬まで延長することが望ましいと考えられた。

図3-1 St.1における推定日最低水温の経年変化
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図3-2 St.1における推定日最低水温の経年変化
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図3-3 St.1における推定日最低水温の経年変化
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図3-4 St.1における推定日最低水温の経年変化
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